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青森県地域公共交通計画の変更案（鉄道事業再構築事業に関する事項の追加） 

【新】 

１-１ 目標１（安心・安全を維持し、お出かけしやすい地域公共交通ネットワークを構築する）

の達成に向けた施策 

施策①：広域的な地域公共交通の確保・維持に向けた検討 

項目 内容 

事業の概要 

〇鉄道や路線バスなどの市町村間を運行する地域公共交通について

は、県民の日常生活（通勤・通学・通院・買物など）の移動手段と

して欠かせない生活インフラである。 

○これらの地域公共交通を適切に確保・維持するため、交通事業者及

び沿線市町村並びに県が連携し、地域特性や利用実態、その他情勢

等を踏まえて確保・維持に向けた方策（交通事業者や沿線市町村か

らの見直しに関する提案など含む）を検討する。 

〇広域バス路線の利便増進に関する取組の年次計画を定め進行・管理

する。 

○県及び青い森鉄道は、鉄道事業再構築実施計画（令和７年度～令和16年

度）に基づく鉄道の安全性・利便性の維持向上のための設備更新等を実

施する。 

実施主体 交通事業者・県・市町村 

 

・広域バス路線の利便増進に向けた検討に当たっては、各路線の広域性/幹線性/事業性/生産

性/機能性の分析・評価等の基礎調査を行い、実態等を把握した上で対象路線を選定する。

（交通事業者・沿線市町村と連携） 

 

表 県で実施した広域バス路線に係る評価結果（Ｈ３０実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

偏差値 偏差値 偏差値

弘前ＢＴ 浪岡 113,264.8 7.3 4.4 32.1 B-1 広域性低 50.0 幹線性高 58.3 A 事業性高 52.3 生産性高 ◎ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 岩渕公園前 229,143.5 12.0 3.6 43.2 B-1 広域性低 46.9 幹線性高 70.1 B-2 事業性低 48.2 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 川原平【居森平】 136,532.7 6.9 3.8 26.2 B-1 広域性低 47.4 幹線性高 58.7 A 事業性高 51.9 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 相馬総合支所 68,036.4 9.1 3.0 27.3 A 広域性高 57.7 幹線性高 52.2 A 事業性高 51.0 生産性高 ○ Gr1

弘前ＢＴ 枯木平 116,557.1 6.8 2.4 16.3 B-1 広域性低 49.5 幹線性高 51.0 B-2 事業性低 45.5 生産性高 ○ Gr1

弘前ＢＴ 弥生北口 74,453.6 6.3 3.5 22.0 A 広域性高 50.9 幹線性高 53.3 A 事業性高 52.8 生産性高 ○ Gr1

板柳案内所 弘前ＢＴ 49,743.9 4.6 3.4 15.6 B-2 広域性高 51.5 幹線性低 48.8 A 事業性高 50.7 生産性高 ○ ○ ○ Gr3

五所川原営業所 小泊案内所 140,050.5 3.0 5.0 15.0 B-1 広域性低 45.7 幹線性高 51.9 C 事業性低 49.9 生産性低 ○ ○ ○ Gr1

五所川原営業所 小泊案内所 259,480.4 5.9 4.3 25.3 A 広域性高 52.1 幹線性高 54.0 C 事業性低 48.2 生産性低 ○ ◎ ○ Gr1

五所川原営業所 十三北口 145,620.8 4.4 3.5 15.4 B-1 広域性低 48.8 幹線性高 50.3 C 事業性低 46.4 生産性低 ○ ○ ○ Gr1

五所川原営業所 出来島北口 88,974.2 4.7 3.3 15.5 B-2 広域性高 53.9 幹線性低 47.9 C 事業性低 48.4 生産性低 ○ ○ ○ Gr3x

黒石駅前 上高野 49,246.6 3.9 3.9 15.2 C 広域性低 48.8 幹線性低 49.7 A 事業性高 51.3 生産性高 ○ Gr4

五所川原営業所 小夜 203,264.0 8.7 3.5 30.4 B-1 広域性低 45.8 幹線性高 62.3 B-2 事業性低 47.2 生産性高 ◎ ○ ○ Gr1

鰺ヶ沢営業所 弁天 123,139.4 3.9 4.3 16.7 B-2 広域性高 55.2 幹線性低 48.1 C 事業性低 44.7 生産性低 ◎ ◎ Gr2x

弘前ＢＴ 笹舘 87,976.0 4.9 3.2 15.6 B-1 広域性低 45.2 幹線性高 52.9 B-2 事業性低 49.3 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 葛原 45,796.0 5.2 3.0 15.6 B-2 広域性高 59.2 幹線性低 46.9 A 事業性高 50.4 生産性高 ○ Gr3

五所川原営業所 鶴田 36,344.4 2.6 0.6 1.5 C 広域性低 49.2 幹線性低 42.0 C 事業性低 35.8 生産性低 ○ ○ ○ Gr4

五所川原営業所 豊川 66,332.4 5.8 2.4 13.9 B-2 広域性高 61.7 幹線性低 45.7 C 事業性低 46.2 生産性低 ○ ○ ○ Gr3x

五所川原営業所 下繁田西口 68,485.2 2.9 3.1 8.9 C 広域性低 49.4 幹線性低 46.0 C 事業性低 46.7 生産性低 ○ ○ ○ Gr4

五所川原営業所 南広森 64,474.4 3.7 4.0 14.8 B-1 広域性低 47.3 幹線性高 50.2 A 事業性高 52.6 生産性高 ○ ○ ○ Gr1
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【旧】 

１-１ 目標１（安心・安全を維持し、お出かけしやすい地域公共交通ネットワークを構築する）

の達成に向けた施策 

施策①：広域的な地域公共交通の確保・維持に向けた検討 

項目 内容 

事業の概要 

〇鉄道や路線バスなどの市町村間を運行する地域公共交通について

は、県民の日常生活（通勤・通学・通院・買物など）の移動手段と

して欠かせない生活インフラである。 

○これらの地域公共交通を適切に確保・維持するため、交通事業者及

び沿線市町村並びに県が連携し、地域特性や利用実態、その他情勢

等を踏まえて確保・維持に向けた方策（交通事業者や沿線市町村か

らの見直しに関する提案など含む）を検討する。 

〇広域バス路線の利便増進に関する取組の年次計画を定め進行・管理

する。 

 

 

実施主体 交通事業者・県・市町村 

 

・広域バス路線の利便増進に向けた検討に当たっては、各路線の広域性/幹線性/事業性/生産

性/機能性の分析・評価等の基礎調査を行い、実態等を把握した上で対象路線を選定する。

（交通事業者・沿線市町村と連携） 

 

表 県で実施した広域バス路線に係る評価結果（Ｈ３０実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

偏差値 偏差値 偏差値

弘前ＢＴ 浪岡 113,264.8 7.3 4.4 32.1 B-1 広域性低 50.0 幹線性高 58.3 A 事業性高 52.3 生産性高 ◎ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 岩渕公園前 229,143.5 12.0 3.6 43.2 B-1 広域性低 46.9 幹線性高 70.1 B-2 事業性低 48.2 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 川原平【居森平】 136,532.7 6.9 3.8 26.2 B-1 広域性低 47.4 幹線性高 58.7 A 事業性高 51.9 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 相馬総合支所 68,036.4 9.1 3.0 27.3 A 広域性高 57.7 幹線性高 52.2 A 事業性高 51.0 生産性高 ○ Gr1

弘前ＢＴ 枯木平 116,557.1 6.8 2.4 16.3 B-1 広域性低 49.5 幹線性高 51.0 B-2 事業性低 45.5 生産性高 ○ Gr1

弘前ＢＴ 弥生北口 74,453.6 6.3 3.5 22.0 A 広域性高 50.9 幹線性高 53.3 A 事業性高 52.8 生産性高 ○ Gr1

板柳案内所 弘前ＢＴ 49,743.9 4.6 3.4 15.6 B-2 広域性高 51.5 幹線性低 48.8 A 事業性高 50.7 生産性高 ○ ○ ○ Gr3

五所川原営業所 小泊案内所 140,050.5 3.0 5.0 15.0 B-1 広域性低 45.7 幹線性高 51.9 C 事業性低 49.9 生産性低 ○ ○ ○ Gr1

五所川原営業所 小泊案内所 259,480.4 5.9 4.3 25.3 A 広域性高 52.1 幹線性高 54.0 C 事業性低 48.2 生産性低 ○ ◎ ○ Gr1

五所川原営業所 十三北口 145,620.8 4.4 3.5 15.4 B-1 広域性低 48.8 幹線性高 50.3 C 事業性低 46.4 生産性低 ○ ○ ○ Gr1

五所川原営業所 出来島北口 88,974.2 4.7 3.3 15.5 B-2 広域性高 53.9 幹線性低 47.9 C 事業性低 48.4 生産性低 ○ ○ ○ Gr3x

黒石駅前 上高野 49,246.6 3.9 3.9 15.2 C 広域性低 48.8 幹線性低 49.7 A 事業性高 51.3 生産性高 ○ Gr4

五所川原営業所 小夜 203,264.0 8.7 3.5 30.4 B-1 広域性低 45.8 幹線性高 62.3 B-2 事業性低 47.2 生産性高 ◎ ○ ○ Gr1

鰺ヶ沢営業所 弁天 123,139.4 3.9 4.3 16.7 B-2 広域性高 55.2 幹線性低 48.1 C 事業性低 44.7 生産性低 ◎ ◎ Gr2x

弘前ＢＴ 笹舘 87,976.0 4.9 3.2 15.6 B-1 広域性低 45.2 幹線性高 52.9 B-2 事業性低 49.3 生産性高 ○ ○ ○ Gr1

弘前ＢＴ 葛原 45,796.0 5.2 3.0 15.6 B-2 広域性高 59.2 幹線性低 46.9 A 事業性高 50.4 生産性高 ○ Gr3

五所川原営業所 鶴田 36,344.4 2.6 0.6 1.5 C 広域性低 49.2 幹線性低 42.0 C 事業性低 35.8 生産性低 ○ ○ ○ Gr4

五所川原営業所 豊川 66,332.4 5.8 2.4 13.9 B-2 広域性高 61.7 幹線性低 45.7 C 事業性低 46.2 生産性低 ○ ○ ○ Gr3x

五所川原営業所 下繁田西口 68,485.2 2.9 3.1 8.9 C 広域性低 49.4 幹線性低 46.0 C 事業性低 46.7 生産性低 ○ ○ ○ Gr4

五所川原営業所 南広森 64,474.4 3.7 4.0 14.8 B-1 広域性低 47.3 幹線性高 50.2 A 事業性高 52.6 生産性高 ○ ○ ○ Gr1
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